
娯寛のたびが味わえる
凛の郷　秋の宮

ごかん

山野草めぐり・野鳥・渓流釣り・登山・トレッキング

◆秋田・秋の宮温泉郷◆

自然めぐり
山野草めぐり・野鳥・渓流釣り・登山・トレッキング

自然あふれる秋の宮では 

山野草が咲き、野鳥の声が響き 

釣りや登山・トレッキングが楽しめます。 

春は桜と春紅葉、夏は新緑とホタル観賞、 

秋はコスモスと紅葉、冬は水墨画の雪景色。 

　秋の宮の風景は癒しの宝庫。 

都会では見ることのできない星空の下、 

自然を満喫してください。 

国民保養温泉地保養温泉地 
秋の宮温泉郷宮温泉郷は環境省環境省によって昭和昭和29
年に制定制定された、「国民保養温泉地保養温泉地」に
指定指定されました。その条件条件とは 
①温泉①温泉の効能効能が顕著顕著であること。 
②付近②付近の景観景観が優れていること。 
③環境衛生的条件③環境衛生的条件が良好であること。 
④気候学的に休養地に適していること。 
などがあります。 
まさしく、自然めぐりに適した場所場所です。 
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秋乃宮ゆっ娘ちゃん 
秋の宮温泉郷 

オリジナルキャラクター 
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ごかん

◆秋田・秋の宮温泉郷◆
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秋の宮温泉郷は里、草原、山、高山、
水辺と様々な生息域の野鳥が観察でき
るところです。冬はホシガラス（高い
山）、夏はアカショウビン（山）、秋に
は白鳥の隊列が南のほうへいくのが見
られます。アカギマダラなどの蝶も見
られます。

平方山 

郷 

→
 

秋の宮温泉郷
時代と自然の中を旅する温泉浪漫の郷
秋 の 宮 温 泉 郷
時代と自然の中を旅する温泉浪漫の郷

至稲川・増田地区 

●矢地ノ沢運動公園（休止中） 

県
道
310号
 

こまち
湯
ったりロ

ード
 

ロッジ 
郷の駅どーもどーも 

（休止中） 

115cm

132cm

113cm

6cm

35cm 36cm

２
０
０
８ 

－4.9 －6.1

－1
2.6

8.0

12.7

18.3 18.2

13.8
8.5

1.2
－1.5

－1.2
－0.6 6.3

13.4
17.7

21.9

26.2        25.7
22.6

16.7

7.9

4.3

最大積雪深 
（最大） 

秋の宮温泉郷フェノロジーカレンダー

湯沢市 
観　光 
MAP

　ＪＲ横堀駅（奥羽本線） 10183-52-3013 
　ＪＲ湯沢駅（奥羽本線） 10183-73-2044 
    羽後交通（バス） 10183-73-1153 
    仙秋タクシー（横堀駅前） 10183-52-2055 
 
　■湯沢市役所商工観光課 10183-73-2111 
 50183-79-5057 

〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　 
　■警　察 
      　湯沢警察署  10183-73-2127 
      　雄勝交番 10183-52-2310 
      　秋ノ宮駐在所 10183-55-2103 
　■医療機関 
　　　湯雄医師会病院 10183-56-2341 
　■道路情報（Ｒ108鬼首道路、Ｒ398） 
　　　秋ノ宮道路管理出張所 10183-56-2921 
　　　雄勝地域振興局 建設部 10183-73-6167 
　 
　●町営施設／休憩・入浴 
    　自然休養村管理センター  10183-56-2559 
　　※登山の資料あります。 
　●高松岳・山伏岳登山最前線 
　　湯の又温泉 10183-56-2806 
    　山の家（矢地ノ沢） 10183-56-2357 
　●秋ノ宮温泉郷／国道108号線沿い 
    　宝寿温泉 10183-56-2733 
　　秋の宮山荘 10183-56-2400 
　　稲住温泉 10183-56-2131 
    　鷹ノ湯温泉 10183-56-2141 
　　松の湯 10183-56-2221 
　　おなじみ荘 10183-56-2415 
　　秋の宮温泉郷／その他 
　　多郎兵衛 10183-56-2036 
　　新五郎温泉 10183-56-2331 
　●ＪＲ横堀駅付近 
　　小町荘  10183-52-2140 
　　横堀温泉 10183-52-4334 
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旬の情報はこちら 
http://www.akinomiyaonsen.jp/ 
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秋の宮温泉郷では多くの山野草を見る
ことができます。散歩がてら見ること
のできるものや、登山の途中に生えて
いるものなど様々です。秋田県一積雪
がある温泉郷ですから、雪解けが４月
頃から始まるため、実質５月中旬頃か
ら観察できるようになります。秋も１
１月下旬頃から雪が舞い降りてきます
ので、それまでご覧いただけます。場
所としては、特に４月下旬頃から５月
上旬頃に桜で満開になる湯ノ岱公園や
川原の湯っこ周辺ではトレッキングを
兼ねて、観察できます。
注意点：山野草は観察するものですの
で、採取したりしないでください。ま
た、天候・その他の事情により掲載され
ているものがご覧いただけない場合もご
ざいますので、予めご了承ください。
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初めて渓流釣りをされる方へのポイン
トは、まずイワナやヤマメは警戒心が
強いので、きづかれないようにそっと
釣る。それから水の色や天候によって
えさを変えることです。春の雪解けや
雨など増水には十分気をつけてくださ
い。夏はヘビやハチにもご注意を！
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　野　鳥　名 分　　　類 特　　　徴

アオゲラ キツツキ目 キツツキ科
オスは顔と首は灰色、下腹部は薄い灰色で黒色横斑がある。頭上から後頭部、顎（あ
ご）の線が赤い。メスは後頭部と顎の線が赤い。顔がより灰色味がかる。

カケス スズメ目 カラス科
オス・メスともに頭部が茶色で、額から頭頂に黒い縦斑がある。顎線は黒い。頭上は白
く、ごましお状の黒い斑がある。目の周りは黒い。

ウソ スズメ目 アトリ科
オスは体の下面は灰色で、背中、肩羽の色よりやや薄い。顔面から頭部は黒く、喉は赤
い。メスは喉（のど）の赤色もなく、体全体が茶褐色。

ホシガラス スズメ目 カラス科
オス・メスともに全体的にチョコレート色である。翼と尾以外の翼先には白い斑があ
る。尾の先と下尾筒が白い。尾は青光沢のある黒である。

ウグイス スズメ目 ウグイス科
オス・メスともに頭部から背、尾までの上面と翼が灰色みのある暗黄緑色。汚白色の
眉斑と淡黒褐色の過眼線がある。尾が長い。

コゲラ キツツキ目 キツツキ科
頭部は褐色で、眉斑や顎線、喉は白い。背と翼は黒褐色で小さい斑がある。オスは後頭
部に目立たない小さな赤斑があるが、メスはない。

メジロ スズメ目 メジロ科
オス・メスともに上面はオリーブがかった緑色で、翼と尾はやや暗色。白いアイリン
グがある。喉は黄色味を帯びている。下面は白く、下尾筒は黄色い。

ホオジロ スズメ目 ホオジロ科 オスは上面が茶褐色で、黒い縦斑がある。白い眉斑、頬線があり、過眼線と耳羽、顎線
は黒い。喉（のど）は白く、首は灰色。メスはおすより淡色な色。

シジュウカラ スズメ目 シジュウカラ科
オス・メスともに首から上が黒く、頬（ほお）は白い。上背は緑黄色で背は青灰色。雨覆
と風切は灰青色。体下面は白色。喉から下尾筒までの中央部分は黒い。

ヤマガラ スズメ目 シジュウカラ科
オス・メスともに頭は黒色と薄茶色の斑模様で、背と腹は茶褐色、肩から翼にかけて
濃い青灰色である。

ヒガラ スズメ目 シジュウカラ科
オス・メスともに過眼線から頭上と喉は光沢のある黒色。冠羽がある。首の後ろと頬
は白い。上面は灰青色。下面は白っぽく脇は灰色味がある。

アカゲラ キツツキ目 キツツキ科
オス・メスともに頭上は黒色で、オスは後頭が赤い、メスは黒い。喉は白く、顎線は黒
い。胸や腹は白く、下腹と下尾筒が赤い。翼は黒い為、止まっていると上面は黒い。

ヒヨドリ スズメ目 ヒヨドリ科
オス・メスともに体は灰褐色で、胸には縦斑がある。頬は赤褐色である。下尾筒は灰褐
色で、淡色の羽縁がある。

モズ スズメ目 モズ科
オスは夏羽、頭上は茶褐色で、黒い過眼線と細く白い眉斑がある。背中から腰は青灰
色である。冬羽は褐色味が強い。メスは夏羽は灰色、冬羽は茶褐色。

ジョウビタキ スズメ目 ツグミ科
オスは顔が黒く、頭が白い。お腹が橙色である。上面も黒く、次列風切の基部に白斑が
ある。メスは全体が茶褐色だが、下腹と尾が橙色。

カワラヒワ スズメ目 アトリ科
オスは体はオリーブ褐色。頭部は緑色味の強いオリーブ色。頭頂から後頸にかけてが
灰黒色である。メスは、淡く、顔の緑色味は少ない。顔の褐色味が強い。

キジバト ハト目 ハト科
オス・メスともに体はぶどう色がかった灰褐色。雨覆は黒く、羽の縁は赤褐色と灰色
である。首には青と黒の斑がある。尾は灰色で、先端は縁が白くなっている。

アカショウビン ブッポウソウ目 カワセミ科 オス・メスともに体の大部分が茶色がかった赤色である。腰にはコバルトブルーの縦
線がある。嘴が太く真紅色、足も赤い。

カワガラス スズメ目 カワガラス科 オス・メスともに全身が黒褐色で足は銀灰色。虹彩は赤色。

セグロセキレイ スズメ目 セキレイ科
オスは頭から胸、背にかけて黒く、額から眉にかけては白い。足、嘴は黒い。下胸から
腹部は白い。メスは背がやや灰色味がかる。

ツグミ スズメ目 ツグミ科 オスは頭上、頬。後首が灰黒褐色。翼に栗茶色の部分がある。過眼線から頬は黒褐色
で、眉斑や喉は白い。背と尾は褐色。メスは全体的に淡い。

ヤマセミ ブッポウソウ目 カワセミ科
オスは冠羽が目立つ。頭、背中、尻尾は白色と黒色のまだらである。お腹は白い。胸に
茶褐色、黒の横斑がある。 メスは羽の下は黄褐色。

カワセミ ブッポウソウ目 カワセミ科
オスは頭が大きく、嘴は黒色で長い。お腹が橙色。頭から背中が光沢のある青緑色。メ
スは下嘴がオレンジ色で俗に「クチベニ」と呼ばれる。

キセキレイ スズメ目 セキレイ科
オスは夏羽、顔は灰色で、眉斑、顎線は白い。喉は黒い。三列風切の内弁の縁は白い。冬
羽は喉は白い。メスは喉に白斑が混じることが多い。

コルリ スズメ目 ツグミ科
オスは上面は暗い青色。下面は白い。足は長くて、ピンク色を呈している黒色。 メス
は全体にオリーブ褐色で、下面もオリーブ褐色だが、腹ほど白い。

オオルリ スズメ目 ヒタキ科
オスは頭から上面、尾まで瑠璃色。尾羽の外側5対には基部付近に白色部がある。尾羽
には黒色が混じる。メスは胸と脇（わき）が褐色。

ミソサザイ スズメ目 ミソサザイ科
オス・メスともに全身茶褐色で、黒褐色の横縞がある。尾は短く、良く上へ反ってい
る。眉斑は淡褐色であまり目立たない。

アオゲラ カケス ウソ ホシガラス ウグイス コゲラ 

メジロ ホオジロ シジュウカラ ヤマガラ ヒガラ アカゲラ 

ヒヨドリ モズ ジョウビタキ カワラヒワ キジバト 

アカショウビン カワガラス セグロセキレイ ツグミ ヤマセミ 

カワセミ キセキレイ コルリ オオルリ ミソサザイ 

平方山周辺（湯ノ岱森林公園・野鳥の森） 

役内川水域（温泉郷～上流） 

上記の連絡先が不通な場合はこちらにメールでお問合せ下さい。
info@akinomiyaonsen.jpまたは各宿泊施設などにお問合せくださいませ。
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私のテーマは「人間と野生動物の共存」
「自然保護」。野鳥や小動物が生きていけ
なければ、いずれヒトも生きていけなく
なるではないでしょうか。秋の宮温泉郷
では手付かずの自然が残っているため、
小さな生き物をたくさん見ることがで
きます。まずは野鳥を観察しましょう。
　連絡先：
　電　話　0183-56-2208
　ＦＡＸ　0183-56-2217
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関西圏や首都圏などから多くの渓流釣
りの方が見えられます。僕もこの地に生
まれ育ち感じるのは、その水の透明さで
す。川魚たちが多く住む理由はまさにそ
れだと思います。また、僕は料理人です
が、水がいいからこそ、どの魚も身がし
まって食べるとおいしいです。特に鮎が
おすすめです。
　連絡先：
　電話・ＦＡＸ　0183-56-2415
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秋の宮温泉郷の周囲には神室山、虎毛山、
高松岳など魅力あふれる豊な大自然が
取り囲んでいます。温泉＋登山、山麓のト
レッキング、釣り、山菜取りなど楽しみ方
は多種多様。日本最大級の巨木の発見や
歴史古道の復元（旧有屋峠）の動きもあ
り、秋の宮の楽しみ方はいっぱいです！ま
た、2010年は寅年。虎毛山は名前にトラと
いう字がつく日本一の標高、干支の山と
して注目です。
　連絡先：
　電話・ＦＡＸ　0183-52-2040
　　　　　　　（平日の日中は不在）
　Eメール　sakaki-m@nexyzbb.ne.jp
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温泉郷から眺めると人工林が多く目に
つきますが、少し山に入ると自然が多く
残っていて、日頃の日常の疲れを忘れさ
せてくれます。登山道は一部、草が生い
茂っているところがありますので、特に
ご年配の方は十分にお気をつけくださ
い。秋の宮の山は登山者がマナーを守り、
ごみもなく綺麗な山ばかりです。体調を
整え、謙虚な気持ちで、無理をしないこ
と。これがポイントです。
　連絡先：
　電話・ＦＡＸ　0183-56-2420
　　　　　　　（平日の日中は不在）
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秋の宮温泉郷では豊富な湯量を感じる
散策ができるのが特徴です。川を掘って
マイ足湯やマイ露天風呂ができる「川原
の湯っこ」や源泉をめぐるコース、採掘
（ボーリング）をしていない温泉の紹介な
ど、源泉が40箇所ほどあるからこそでき
る散策です。また湯の又渓流は１枚岩沿
いの散歩道、高松岳の登山道には沢蟹が
たくさんいますし、湯ノ岱公園は野鳥を
観察できます。
　連絡先：
　電話・ＦＡＸ　0183-56-2304
　　　　　　　（平日の日中は不在）
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昔から語り継がれている場所や道など
が多く存在のするのが秋の宮温泉郷で
す。国道108号線を大きな幹にすると、各
市道や県道は枝。そこにいろいろな面白
いものがぶらさがっています。ぜひいっ
しょにそれが何なのかを探して歩きま
しょう。みなさんからの面白いアイディ
アも募集しています。
　連絡先：
　電話・ＦＡＸ　0183-56-2808
　　　　　　　（平日の日中は不在）




